
平成29年3月定例会、3月臨時会 2～4
平成29年度当初予算、28年度補正予算、条例改正等

一般質問 5～9
町政を問う

議会日誌・編集後記 10

平成 29年 5月平成 29年 5月

第106号第106号

しゃくなげ（立岩）



　

平
成
29
年
第
１
回
定
例
会

が
３
月
７
日
か
ら
10
日
ま
で

の
４
日
間
開
か
れ
た
。
一
般

質
問
に
は
５
人
が
登
壇
し
、

町
長
の
施
策
を
質
し
た
。
こ

の
定
例
会
で
は
、
平
成
29
年

度
一
般
会
計
、
７
つ
の
特
別

会
計
予
算
を
は
じ
め
、
平
成

28
年
度
補
正
予
算
、
条
例
の

制
定
・
改
正
な
ど
28
議
案
が

提
出
さ
れ
、
慎
重
な
審
議
の

結
果
、
29
議
案
と
も
可
決
・

承
認
と
な
っ
た
。
又
、
新
た

に
「
南
小
国
町
次
世
代
情
報

基
盤
整
備
事
業
特
別
委
員

会
」、「
南
小
国
町
公
共
交
通

整
備
等
に
関
す
る
特
別
委
員

会
」
が
設
置
さ
れ
た
。

平成 29 年度　総予算額 58 億 7,724 万 4 千円（前年比 7.2％の増）

一般会計

41 億 2,999 万 8千円
（対前年比 12.7％の増）

特別（7）会計

17 億 4,724 万 6千円
（対前年比 3.7％の減）

（単位：千円）

会計名 平成 29 年度
（当初予算）

平成 28 年度
（当初予算） 前年比

一般会計 4,129,998 3,665,420 12.7%

特
別
会
計

国民健康保険 752,554 791,406 △ 4.9%

後期高齢者医療 58,129 57,900 0.4%

介護保険 557,718 551,786 1.1%

水道事業 143,375 136,641 4.9%

農業集落排水事業 26,358 28,822 △ 8.5%

特定地域生活排水処理事業 26,413 28,195 △ 6.3%

公共下水道事業 182,699 220,564 △ 17.2%

計 1,747,246 1,815,314 △ 3.7%

合計 5,877,244 5,480,734 7.2%

平成 29年度　一般会計内訳

　

平
成
29
年
３
月　

第
１
回
定
例
会

地方交付税
16億3,800万円
（39.7％）

分担金及び負担金
1億3,343万7千円

（3.2％）

　　県支出金
4億2,447万4千円

（10.3％）

　　県支出金
4億2,447万4千円

（10.3％）

使用料及び手数料
9,263万8千円
（2.3％）　　寄付金

1億2千円
（2.4％）

その他
2億2,380万9千円

（5.4％）

総務費
12億1,897万円
（29.5％）

衛生費
6億973万4千円

（14.8％）

民生費
6億7,459万6千円

（16.3％）

消防費
1億6,038万1千円

（3.9％）

災害復旧費
1億4,683万2千円

（3.6％）

その他
1億3,049万1千円

（3.2％）

歳　入
（構成比％）

歳　出
（構成比％）

町　債
5億8,767万9千円

（14.2％）

町　債
5億8,767万9千円

（14.2％）

農林水産業費
3億2,374万1千円

（7.8％）

農林水産業費
3億2,374万1千円

（7.8％）

公債費
2億8,689万4千円

（6.9％）

公債費
2億8,689万4千円

（6.9％）

町　税
3億9,361万1千円

（9.5％）

町　税
3億9,361万1千円

（9.5％）

国庫支出金
3億2,132万4千円

（7.8％）

国庫支出金
3億2,132万4千円

（7.8％）

繰入金
2億1,502万4千円

（5.2％）

繰入金
2億1,502万4千円

（5.2％）

土木費
3億6,254万1千円

（8.8％）

土木費
3億6,254万1千円

（8.8％）

教育費
2億1,581万8千円

（5.2％）

教育費
2億1,581万8千円

（5.2％）
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●
報
告（
平
成
28
年
度
）

▼
町
長
専
決
処
分
の
報
告
並
び

に
そ
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

一
般
会
計
補
正
予
算
書

（
第
13
号
）

除
雪
委
託
料　

１
０
０
０
万
円

承
　
　
認

●
補
正
予
算（
平
成
28
年
度
）

一
般
会
計
補
正
予
算
書

（
第
14
号
）

道
路
新
設
改
良
費
等
、
合
計

2
億
５
６
７
万
円
を
減
額

原
案
可
決

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
書
（
第
4
号
）

共
同
事
業
交
付
金
等
２
３
９
５

万
円
を
減
額

原
案
可
決

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

補
正
予
算
書
（
第
2
号
）

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納

付
金
等
１
０
９
万
円
を
減
額

原
案
可
決

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
書
（
第
3
号
）

保
険
給
付
費
等
２
２
８
９
万
円

を
減
額

原
案
可
決

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
書
（
第
5
号
）

営
業
外
費
用
等
２
６
０
万
円
を

減
額

原
案
可
決

特
定
地
域
生
活
排
水
処
理
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
書

（
第
4
号
）

生
活
排
水
処
理
費
を
60
万
円
減

額

原
案
可
決

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
書
（
第
2
号
）

下
水
道
費
３
０
０
０
万
円
を
減

額

原
案
可
決

●
平
成
29
年
度
一
般
会
計
予
算

主
な
事
業

黒
川
地
区
環
境
整
備
工
事

　
　
　
　

１
億
３
５
０
０
万
円

タ
ク
シ
ー
利
用
費
助
成
事
業
委

託
料　
　
　
　

１
８
２
５
万
円

地
方
バ
ス
運
行
等
特
別
対
策
補

助
金　
　
　
　

２
８
０
０
万
円

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
づ

く
り
補
助
金　

１
０
０
０
万
円

南
小
国
夢
チ
ャ
レ
ン
ジ
補
助
金

　
　
　
　
　
　

１
２
０
０
万
円

地
籍
調
査
委
託
料

　
　
　
　
　
　

４
０
０
１
万
円

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
更
新
事
業

　
　
　
　

３
億
５
０
０
０
万
円

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

交
付
金　
　
　

７
６
５
０
万
円

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

　
　
　
　
　
　

３
５
０
２
万
円

農
業
農
村
整
備
事
業
水
路
改
修

工
事　
　
　
　

２
０
０
０
万
円

間
伐
材
供
給
安
定
緊
急
対
策
事

業
補
助
金　
　

２
５
０
０
万
円

商
工
会
プ
レ
ミ
ア
ム
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　

８
０
０
万
円

町
道
等
改
良
工
事

　
　
　
　

１
億
９
３
０
０
万
円

熊
本
地
震
災
害
廃
棄
物
処
理
委

託
料　
　
　
　

３
６
１
０
万
円

農
業
用
施
設
災
害
復
旧
工
事

　
　
　
　

１
億
３
５
０
０
万
円

原
案
可
決

●
平
成
29
年
度
特
別
会
計
予
算 

主
な
事
業

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

保
険
給
付
費

　
　
　
　

４
億
１
４
０
３
万
円

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

医
療
広
域
連
合
納
付
金

　
　
　
　
　
　

５
３
９
６
万
円

介
護
保
険
特
別
会
計

保
険
給
付
費

　
　
　
　

５
億
２
４
３
６
万
円

水
道
事
業
特
別
会
計

水
道
維
持
費
等
５
５
６
３
万
円

公
債
費　
　
　

８
３
６
４
万
円

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

集
落
排
水
管
理
費

　
　
　
　
　
　

１
０
１
２
万
円

公
債
費　
　
　

１
６
１
３
万
円

特
定
地
域
生
活
排
水
処
理
事
業

特
別
会
計

生
活
排
水
処
理
費

　
　
　
　
　
　

２
２
５
９
万
円

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

下
水
道
維
持
費
等

　
　
　
　
　
　

６
９
５
５
万
円

公
債
費　

１
億
１
３
０
４
万
円

原
案
可
決
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●
条
例
の
改
正

▼
南
小
国
町
税
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

原
案
可
決

▼
南
小
国
町
山
村
広
場
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

原
案
可
決

▼
南
小
国
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て

原
案
可
決

▼
南
小
国
町
集
会
所
設
置
に
対

す
る
補
助
金
交
付
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

原
案
可
決

▼
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

原
案
可
決

▼
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

原
案
可
決

▼
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

原
案
可
決

▼
南
小
国
町
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

原
案
可
決

●
条
例
制
定

▼
南
小
国
町
副
町
長
を
置
か
な

い
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

総
務
文
教
常
任
委
員
会
付
託

　

（
委
員
長
報
告
）

原
案
可
決

▼
南
小
国
町
木
材
拠
点
施
設
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

経
済
建
設
常
任
委
員
会
付
託

　

（
委
員
長
報
告
）

原
案
可
決

▼
南
小
国
町
防
災
対
策
基
金
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　

（
委
員
長
報
告
）

原
案
可
決

●
指
定
管
理
者
の
指
定

▼
南
小
国
町
公
営
満
願
寺
駐
車

場指
定
管
理
者

　
　
　
　
　

志
津
地
区
自
治
会

▼
南
小
国
町
多
目
的
集
会
施
設

（
黒
川
・
べ
っ
ち
ん
館
）

指
定
管
理
者

　
　
　
　
　

黒
川
温
泉
自
治
会

▼
南
小
国
町
黒
川
温
泉
ふ
れ
あ

い
広
場
及
び
付
帯
施
設

指
定
管
理
者

　
　
　
　

黒
川
温
泉
観
光
協
会

●
特
別
委
員
会
設
置

▼
南
小
国
町
次
世
代
情
報
基
盤

整
備
事
業
特
別
委
員
会設

　
置

▼
南
小
国
町
公
共
交
通
整
備
等

に
関
す
る
特
別
委
員
会設

　
置

●
補
正
予
算（
平
成
28
年
度
）

一
般
会
計
補
正
予
算
書

（
第
15
号
）

道
路
橋
梁
費
等
６
２
６
１
万
円

の
減
額

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
書
（
第
6
号
）

水
道
管
理
費
等
６
６
５
万
円

の
減
額

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
書
（
第
2
号
）

集
落
排
水
管
理
費
40
万
円
の
減

額特
定
地
域
生
活
排
水
処
理
事

業
特
別
会
計
予
算
書

（
第
5
号
）

生
活
排
水
処
理
費
７
８
６
万
円

の
減
額

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

予
算
書
（
第
3
号
）

下
水
道
費
４
３
０
万
円
の
減
額

●
補
正
予
算（
平
成
29
年
度
）

一
般
会
計
補
正
予
算
書

（
第
1
号
）

黒
川
保
育
園
新
築
工
事
等
１
億

６
０
３
９
万
円
増
額

原
案
可
決

●
教
育
長
の
任
命
同
意

阿
蘇
市
　
岩
切
　
昭
宏
　
氏

同
　
　
意

●
指
定
管
理
者
の
指
定

▼
木
材
拠
点
施
設
（
大
字
満
願

寺
丸
田
）

指
定
管
理
者

株
式
会
社 

Ｆ
ｏ
ｒ
ｅ
ｑ
ｕ
ｅ

原
案
可
決

　

第
２
回
臨
時
会
が
３
月
28

日
に
開
催
さ
れ
、
９
議
案
が

可
決
・
同
意
さ
れ
た
。

平
成
29
年  

第
２
回
臨
時
会
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▼
議
員
　
熊
本
地
震
の
復
興
対

策
に
付
い
て

　

熊
本
地
震
か
ら
1
年
近
く
成

る
が
町
内
産
業
は
ど
の
位
、
減

収
し
て
い
る
の
か
観
光
・
農
林

業
・
建
設
業
に
付
い
て
伺
い
た

い
。

●
町
長
　

　

観
光
業
で
3
割
程
度
で
、
農

林
業
で
は
被
害
は
有
る
も
の

の
、
大
幅
な
減
収
は
無
い
。
建

設
業
は
前
年
度
よ
り
若
干
の
増

が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

▼
議
員
　

　

今
年
は
、
災
害
復
興
の
大
事

な
年
と
成
る
が
、
そ
の
対
策
を

教
え
て
欲
し
い
。

●
町
長
　

　

全
て
の
産
業
に
お
い
て
昨

年
か
ら
創
設
し
た
、
夢
チ
ャ

レ
ン
ジ
補
助
金
や
日
本
で
最

も
美
し
い
村
補
助
金
等
を
活

用
し
て
、
個
人
・
団
体
・
地

域
の
挑
戦
す
る
力
を
引
き
出

し
て
い
き
た
い
。

▼
議
員
　
保
安
林
の
分
収
契
約

土
地
に
付
い
て
　

　

県
等
と
町
有
土
地
及
び
保
安

林
等
を
、
分
収
契
約
し
造
林
を

行
っ
て
き
た
と
思
う
が
、
現
在

ど
の
様
に
成
っ
て
い
る
の
か
、

又
其
の
契
約
内
容
及
び
、
過
去

5
年
間
の
伐
採
収
益
を
ど
の
様

に
、
処
理
さ
れ
た
の
か
尋
ね

る
。

●
町
長
　

　

平
成
24
年
か
ら
平
成
28
年

の
デ
ー
タ
で
は
、
部
分
林
伐

採
申
請
件
数
37
件
の
う
ち
、
林

齢
50
年
生
以
上
の
も
の
を
分

収
し
て
お
り
、
50
年
以
下
は

分
収
し
な
い
と
成
っ
て
い
る
。

　

分
収
有
り
に
関
し
て
は
、
収

益
を
地
元
８
割
、
町
２
割
で

配
分
し
、
過
去
５
年
で
は
10

件
の
収
益
が
有
り
、
地
元
に

８
割
の
４
，８
３
４
，５
２
２

円
、
町
に
２
割
の
１
，２
０
８
，

６
３
１
円
で
処
分
し
て
い
る
。

地震による復興対策は！
保安林の分収契約地は！

井上　則臣　議員
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▼
議
員

　

公
民
館
等
の
社
会
体
育
施
設

の
活
動
状
況
と
収
入
内
訳
、
及

び
町
の
費
用
負
担
は
ど
の
位
か

か
っ
て
い
る
の
か
を
お
尋
ね
す

る
。
ま
た
旧
星
和
小
学
校
が
閉

校
に
な
っ
て
13
年
が
過
ぎ
た

が
、
平
成
２
年
に
建
て
ら
れ
た

学
校
で
あ
り
、
施
設
と
し
て
は

十
分
有
効
利
用
で
き
る
も
の
と

考
え
る
が
町
と
し
て
活
用
し
て

い
く
計
画
が
あ
る
の
か
お
尋
ね

す
る
。

●
町
長
　

　

教
育
委
員
会
で
維
持
管
理
し

て
い
る
社
会
体
育
施
設
と
し
て

は
山
村
広
場
が
あ
り
、
社
会
教

育
施
設
と
し
て
は
、
波
居
原

分
館
、
満
願
寺
分
館
、
星
和

分
館
の
三
つ
が
あ
る
。
27
年
度

の
状
況
で
は
山
村
広
場
の
運

動
場
と
第
２
広
場
を
合
わ
せ

て
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
サ
ッ

カ
ー
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
等

の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
中
学
校

部
活
動
な
ど
の
利
用
で
年
間

１
８
０
日
程
度
、
使
用
料
収
入

が
11
万
１
，
５
１
０
円
、
経
費

負
担
が
１
５
２
万
２
，
５
７
３

円
と
な
っ
て
い
る
。
各
公
民
館

分
館
に
つ
い
て
は
、
①
波
居
原

分
館
で
は
テ
ニ
ス
、
野
球
等
の

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
等
で
年
間
２
４
０
日
程

度
の
利
用
、
使
用
料
収
入
が

13
万
１
，
４
９
０
円
、
経
費
負

担
が
81
万
８
４
２
円
と
な
っ
て

い
る
、
②
満
願
寺
分
館
に
つ
い

て
は
、
28
年
７
月
か
ら
共
用
開

始
を
し
て
お
り
町
主
催
の
介
護

予
防
教
室
、
地
元
自
治
会
、
婦

人
会
、
老
人
会
等
、
各
種
会
議

等
で
月
15
日
程
度
利
用
さ
れ

て
い
る
。
経
費
負
担
と
し
て

10
万
２
，
１
１
５
円
支
出
し
て

い
る
。
③
星
和
分
館
に
お
い
て

は
社
会
人
の
吹
奏
楽
ク
ラ
ブ
の

演
奏
練
習
、
地
元
自
治
会
、
敬

老
会
、
婦
人
会
活
動
等
と
行
政

の
公
的
利
用
の
部
分
が
あ
り
年

間
１
０
０
日
程
度
の
稼
働
日

数
で
使
用
料
収
入
と
し
て
は

３
万
６
，
６
０
０
円
、
経
費
は

光
熱
費
、
修
繕
料
、
人
件
費

な
ど
で
45
万
７
，
３
０
９
円
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
建
物
と
し

て
は
十
分
活
用
で
き
る
も
の
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
こ
れ

か
ら
始
ま
る
ド
ロ
ー
ン
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
ど
の
研
修
施
設
や

合
宿
施
設
な
ど
の
利
用
が
出
来

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
今
後
地

元
住
民
の
意
向
も
伺
い
な
が

ら
、
ま
た
改
修
に
か
か
る
費
用

的
な
部
分
も
考
慮
し
な
が
ら
利

活
用
の
方
法
を
模
索
し
て
ま
い

り
た
い
。

▼
議
員

　

各
施
設
に
お
い
て
利
用
の
呼

び
か
け
等
を
行
っ
て
収
益
を
上

げ
る
よ
う
な
努
力
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
次
に
廃
校
後
の
活

用
事
例
と
し
て
産
山
村
で
は
産

山
北
部
小
学
校
の
校
舎
を
利
用

し
て
福
祉
施
設
を
開
設
し
運
営

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
文
部
科

学
省
で
も
廃
校
後
の
有
効
活
用

に
つ
い
て
は
補
助
金
等
も
出
し

て
い
る
の
で
積
極
的
に
取
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

社会体育施設の活動状況及び
旧星和小学校の有効活用は！

児玉　秀次郎　議員

旧星和小学校（後方から見た全景）
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▼
議
員
　

　

小
学
校
、
中
学
校
の
給
食
費

に
つ
い
て
は
、
現
在
有
料
で
運

営
さ
れ
て
い
る
が
、
調
べ
た
と

こ
ろ
に
よ
る
と
、
全
国
で
55
の

自
治
体
で
全
額
助
成
し
、
無
償

化
し
て
い
る
。
義
務
教
育
で
あ

る
か
ら
、
本
来
は
国
の
責
任
で

進
め
る
べ
き
問
題
で
は
あ
る

が
、
保
育
園
の
待
機
児
童
の
問

題
を
み
て
も
、
教
育
、
子
育
て

の
分
野
で
は
国
の
取
り
組
み
は

ほ
と
ん
ど
機
能
し
て
い
な
い
。

こ
う
し
た
中
で
、
地
方
自
治
体

と
し
て
教
育
、
子
育
て
支
援
と

し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
の
が

現
状
で
あ
る
。

　

県
内
で
も
荒
尾
市
が
小
学
校

の
給
食
費
を
無
償
化
す
る
と
報

道
さ
れ
て
い
る
が
、
町
と
し
て

も
無
償
化
す
る
こ
と
が
必
要
と

考
え
る
が
、
町
長
の
考
え
を
伺

い
た
い
。

●
町
長
　
財
政
状
況
も
考
慮
し

判
断
し
た
い

　

学
校
給
食
法
で
は
、
施
設
や

設
備
の
維
持
管
理
費
、
人
件
費

は
自
治
体
負
担
、
そ
れ
以
外
の

食
材
費
は
保
護
者
が
負
担
す
る

と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
町
で
は

小
学
校
で
２
１
４
円
、
中
学
校

で
２
４
６
円
を
負
担
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。
町
と
し
て
は
牛

乳
補
助
金
と
し
て
１
本
10
円
の

助
成
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　

県
内
で
は
、
水
上
村
、
山
江

村
が
小
中
学
校
で
の
無
償
化
を

実
施
し
て
お
り
、
荒
尾
市
が
10

月
か
ら
小
学
校
の
給
食
費
無
償

化
を
発
表
し
て
い
る
。

　

本
町
に
お
い
て
無
償
化
を
実

施
す
る
な
ら
ば
、
少
子
化
対
策

や
移
住
促
進
に
つ
な
が
る
１
つ

の
要
因
と
な
る
と
も
思
う
が
、

ま
ず
教
育
の
分
野
で
特
色
を
出

す
こ
と
で
他
町
村
に
は
な
い
町

つ
く
り
を
考
え
て
お
り
、
来
年

度
に
は
、公
設
の
「
き
よ
ら
塾
」

も
開
設
す
る
。

　

小
中
学
校
の
給
食
費
の
全

額
助
成
に
は
年
間
で
約
１
，

２
０
０
万
の
負
担
と
な
る
。
今

後
の
財
政
状
況
な
ど
も
十
分
考

慮
し
判
断
し
た
い
。

学校給食費の全額助成を！

河津　利明　議員

学校給食センター
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▼
議
員
　

　

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
お

聞
き
す
る
。
現
在
の
状
況
と
今

後
の
改
善
策
、
新
規
事
業
を
聞

き
た
い
。
ま
た
40
歳
か
ら
60
歳

ま
で
の
保
険
料
、
65
歳
か
ら
の

保
険
料
の
算
出
方
法
、
ま
た
介

護
従
事
者
の
確
保
、
育
成
等
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

●
町
長
　

　

３
月
１
日
現
在
、
町
の
高
齢

化
率
は
37
・
６
％
（
65
歳
以

上
）。
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
方
が
３
４
３
人
、
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
て
い
る
方
は
２
９
９
人

で
あ
る
。

　

今
年
度
、
第
７
期
介
護
保
険

事
業
計
画
を
算
定
し
自
立
支
援

の
制
度
化
と
目
標
設
定
を
定
め

る
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

が
窓
口
と
な
り
「
介
護
予
防
、

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
と

「
一
般
介
護
予
防
事
業
」
を
準

備
し
て
い
る
。
ほ
か
に
、
認
知

症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
が
本

格
始
動
し
、
本
人
や
家
族
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
。

　

介
護
保
険
料
40
歳
か
ら
64
歳

ま
で
の
方
は
、
加
入
し
て
い
る

医
療
保
険
の
算
定
方
式
を
基
準

と
し
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人
は
世
帯
の
40
歳
以

上
の
人
数
や
所
得
で
金
額
が
決

ま
る
。

　

65
歳
以
上
の
保
険
料
は
３
年

ご
と
に
算
定
の
た
め
に
必
要
な

基
準
額
を
決
め
、
算
定
方
法
は

１
年
間
に
町
で
必
要
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
総
額
を
算
出
し
、

そ
れ
に
65
歳
以
上
の
負
担
割
合

の
22
％
を
か
け
、
65
歳
以
上
の

人
数
で
割
る
。

　

介
護
従
事
者
の
確
保
、
育
成

に
つ
い
て
、
人
材
確
保
す
る
た

め
に
は
住
ま
い
の
確
保
が
必
要

と
考
え
る
。
昨
年
秋
よ
り
本
町

の
福
祉
事
業
所
に
対
し
雇
用
促

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
福
祉
課

独
自
で
行
っ
た
聞
き
取
り
調
査

で
も
人
手
不
足
は
深
刻
で
、
苦

慮
さ
れ
て
い
た
。
今
後
私
た
ち

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し

続
け
る
た
め
に
は
、
地
域
の
人

を
見
守
り
支
え
て
い
く
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目

指
し
て
い
く
。

介護保険制度の現状は！

黒川　敏秋　議員
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▼
議
員
　

　

本
町
は
、
小
国
町
と
の
合
併

を
過
去
に
検
討
し
、
最
終
的
に

は
住
民
投
票
と
な
り
、
反
対
多

数
で
合
併
し
な
い
こ
と
を
決
め

た
経
緯
が
あ
る
。
そ
の
当
時
と

今
の
状
況
と
は
違
う
と
思
う

が
、
町
村
合
併
に
つ
い
て
の
町

長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

●
町
長
　
町
村
合
併
は
考
え
て

い
な
い

　

結
論
か
ら
言
え
ば
現
在
、
町

村
合
併
は
考
え
て
い
な
い
。

　

確
か
に
、
経
済
や
観
光
面
な

ど
、
小
国
町
と
は
密
接
な
関
係

に
あ
り
、
ま
た
少
子
高
齢
化
や

産
業
の
衰
退
、
厳
し
い
財
政
状

況
な
ど
、
両
町
に
共
通
す
る
課

題
も
多
い
。
合
併
す
る
こ
と

は
、
そ
れ
ら
の
課
題
を
少
し
で

も
解
決
す
る
た
め
の
一
つ
の
手

段
と
も
な
り
う
る
が
、
し
か
し

同
時
に
、
郷
土
愛
や
帰
属
意
識

と
い
う
も
の
が
失
わ
れ
て
い
く

こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

　

南
小
国
町
は
人
口
４
，

０
０
０
人
の
小
さ
な
町
で
あ
る

が
、
人
や
自
然
、
農
産
物
、
温

泉
な
ど
す
ば
ら
し
い
財
産
が
あ

り
、
ま
だ
眠
っ
て
い
る
も
の
も

多
く
あ
る
と
実
感
し
て
い
る
。

今
後
も
こ
れ
ら
南
小
国
町
の
財

産
を
見
つ
め
直
し
、
磨
き
上
げ

て
い
く
こ
と
で
、「
南
小
国
だ

か
ら
で
き
る
こ
と
」「
南
小
国

じ
ゃ
な
い
と
で
き
な
い
こ
と
」

を
追
求
し
て
い
き
た
い
。

町村合併について！

荒井　邦生　議員

南小国中学校周辺（山村広場より）
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平成29年　議長・議会日誌

２
　
　
月

7 阿蘇広域議会臨時会

３
　
月

23 各小学校卒業式

10～11 ほこすぎ会定期総会 25 南阿蘇村新庁舎落成式

17 熊本県町村議長会定期総会 28 第２回臨時会

22 旧議員会定期総会

４
　
　
　
月

6 次世代情報基盤整備事業特別委員会

28 議会運営委員会 9 満願寺温泉感謝祭

３
　
　
月

1 小国高校卒業式 11 各小学校・南小国中学校入学式

2 阿蘇広域議会定例会 11 次世代情報基盤整備事業特別委員会

3 高速通信網整備事業説明会 14 ふるさと納税関係綾町訪問

7 第１回定例会 14 熊本地震犠牲者追悼式

8 第１回定例会 18 阿蘇市町村議会議長会定期総会

9 第１回定例会 29 押戸石祭り

10 第１回定例会 ５　

月

4 マゼノ共和国春祭り

11 南小国中学校卒業式

　

長
か
っ
た
冬
が
終
わ
り
、
新
芽
が
芽

吹
く
季
節
と
な
り
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
も
何
か
と
忙
し
い
時
期
が
始
ま
る
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

第
１
回
定
例
会
が
３
月
に
開
会
し
、

平
成
29
年
度
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
各
種
事
業
が
展
開
さ

れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
中
で
も

南
小
国
町
次
世
代
情
報
通
信
基
盤
整
備

事
業
（
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
更
新
事
業
）
が
平
成

31
年
の
稼
働
に
向
け
て
始
ま
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
情
報
化
社
会
に
向
け
て
、

議
会
と
し
て
限
ら
れ
た
予
算
の
中
、

し
っ
か
り
と
協
議
を
行
い
、
よ
り
よ
い

南
小
国
町
を
め
ざ
し
、
町
民
の
皆
さ
ん

と
町
議
会
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
児
玉
秀
次
郎
）
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議会広報特別委員会研修（長崎県川棚町）1月26日
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